
市民連合からの野党 4党への要請 
 
	
 4 野党が通常国会において安倍政権による国家の私物化に対して果敢に戦っていること
に、市民連合は深い敬意を表します。 
	
 昨年 12 月の 4 野党と市民連合の意見交換会において、市民連合は共通政策の骨子を提
案し、その場で幹事長、書記局長から基本的に共有できるという反応をいただいたところ

です。その後、全国各地で野党と市民の協力を求める運動が広がり、市民連合のメンバー

もそのような運動の集会に赴き、野党結集、野党と市民の共同の機運を高めるために尽力

してきました。 
	
 このたび、4 野党から政策の基盤となる共通認識の骨子について見解を示していただき
ました。通常国会の多忙な日程の中、認識の共有のために努力してくださった 4野党の方々
に、市民連合はお礼申し上げたいと思います。また、市民連合の目指す政策について、そ

の基本的な方向性を共有していただいたことに、感謝申し上げます。政策実現までの道筋

やスピードについては各党間、および政党と市民連合との間で差異はありますが、現段階

で作る共通認識は、野党と市民の共闘を進める際の道しるべとなるべきものであり、総選

挙の際に政権交代を迫るための政策の手前の、基本的な方向性を示すもので十分だと考え

ます。 
	
 野党結集を図るうえで、具体的な候補者の選定にはまだ長い話し合いが必要だと思われ

ます。解散総選挙の時期が不透明になる中、市民連合はこれからしばらくの間、全国の運

動において共有すべき政策を具体化する作業を進めたいと考えています。今回ご提示いた

だいた共通認識の骨子は、全国の野党と市民の協力を目指す市民に大きな勇気を与え、各

地での運動を加速すると確信しています。 
	
 市民連合は、目前の重大事である森友学園疑惑の究明、共謀罪に対する反対運動の展開

についても野党と市民の共闘を広げ、人間本位の民主政治、立憲政治を取り戻すために、

4 野党とともに努力したいと決意を新たにしています。今後とも引き続き野党と市民の協
力を強化していきたいと願っています。 
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